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(1)円筒容器中の 3He-Aの遅い回転

3He-Aでオーダー ･パラメーターより作られる軌道ベクトルCが組織の様子をなし

ているが,軸対称な解 として Mermin-Ho(M-H)とAnderson-Toulouse(A-Tlの解があるこ

とが見出されている｡

然 しながら,この容

器をゆっくり回転 した

時にどう云うβの組織

が出来るかが大変興味

がある｡

ここでは角速度a)で

回転 してみて,自由エ

ネルギー FhoILa'

を最低にする様に,
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の x(p)の形を求めて,

角運動量や自由エネル
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ギーを求めるo Fw=.は (1)によるCの変形による回転しない時の自由エネルギーで
ある｡

計算の結果によるとゆ一つくり回すとM-IIがまづ起 り,そしてQ) の大きさによって

円筒壁の所のx(R)がM-riの7T/2より段々勾配が大きくなり,回転が速くなるとA-T

～蓋 で, これを回転の解になるoその各々の臨界角速度は (D｡,M_H二志 とW｡,AT-

角速度が越すと循環 志
の2倍の大きさで軸方向とβが平行な vortex lineが真申に-

本出来ている状態に移行するのかも知れない｡ この遷移の過程で2個の中心による軸対

称組織とvortex lineとの競合状態も検討される必要があるoM-riとA-T以外 の円

筒壁に於いてCが角度 x(R,fl)をなすもっと一般の軸対称組織が見出されたことに留

意したい O また, vortex lineの始まる臨界回転角速度 Q'C,V.r.｡x- 5h/mであるoこ

れ以上の高速回･転になると, βが回転軸の方向に平行になって vortex lineが格子組織

をなすであろうと云う所の恒藤,藤田の研究にっながると思われる｡

(2) 3rle-A の超流動7)機構と臨界速度

3Ii｡-Aでは Bによる組織が現われて, 4fleの場合に於けると類似な超流動の 機構

を研究されないといけない.細いチャネルを流れる一様な 3fle-A の超流動流れについ

ては Cによる流れが加わるが,チャネルの前と後の位相差の二乗の運動エネルギーと,

流れを通そうとする流れの源の位相差に比例する結合エネ/レギーがあって,その極小値

の安定点を与える位相差を持って超流動流が流れることが示される｡ また軸対称組織,

動径方向の βの回位や,噴水 (花束)とかの励起によるチャネルの超流動流の臨界速萱

をLangerFisher型の議論をすると大きさがチャネ/レの一次元的な大きさをRとすると

いづれもvcT 蓋 とな-て 1- の細管で約 0･1m-,,secにな-てAda-Sらの実験と

定量的に一致する｡

(3) トーラスの壁面上の2個の噴水 (花束 )の間の引力と圧力

同じ大きさの循環で符号が同符号か異符号である2個の噴水型 (花束型 )のCの流線

の特異点の運動する方程式を複素ポテンシャルを用いて計算すると,それらの間の反挟

とか惹き合って循環を消し合 うことが計算で示せるのではないかと思う｡
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